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日本共産党の井上哲士参院議員、もとむら伸子参院選挙区予定候補は昨年12月7日、
愛知県森林組合連合会を訪ね、村松幹彦会長、伊藤義英専務らと懇談しました。（写真上）

もとむら予定候補 「環境の関心高まっている 政策を転換する好機」
村松会長 「私の夢は林業を復権させること」

もとむら参院予定候補は、「外国材頼

みでは、相手国の環境も破壊する。環境

問題の関心が高まっており、政策を大き

く転換させる好機」と強調。

村松会長は「下流域、水、自然のこと

を考え、将来を見越した林業経営が必要」

「私の夢は林業を復権させることだ」と

語りました。

懇談の最後に、村松会長は「共産党は

他の党とどんどん連携して役割を発揮し、

成長してほしい。国民もそれを期待して

いる」と述べました。

井上議員は、木材自給率100％のドイツが、環境

対策、雇用創出などで大きな成果をあげているこ

とを紹介し、「日本は外国材の輸入に頼りすぎ」

と指摘すると、村松会長は「国産材の価格はかつ

ての10分の１。森が循環せず、後継者もいない。

山に人が住めなくて林業が守れるはずがない」と

応じました。

（林野庁 ｢木材需給表｣から）

日本共産党のかわえ明美参院比例予

定候補、もとむら伸子選挙区予定候補、

井上哲士参院議員は昨年12月16日、豊

根村を訪ね、熊谷卓也村長、熊谷清彦

森林組合長と懇談しました。 熊谷村長、熊谷組合長と懇談する井上、かわえ、もとむら氏
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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙2900円/日曜版800円）


